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Ⅰ デザイン競技の概要・応募状況 

 

｜競技名称 

・新国立競技場基本構想国際デザイン競技 

 

 

｜競技方式 

・公開デザイン競技 

 

 

｜主催者・事務局 

‹主催者› 

・独立行政法人日本スポーツ振興センター 

‹事務局› 

・新国立競技場国際デザイン競技事務局 

 

 

｜目的 

・2019 年に日本で開催されるラグビーワールドカップ、および 2020 年に開催が予定さ

れるオリンピック・パラリンピック競技大会を視野に入れた国立競技場の改築に係る

新国立競技場基本構想デザイン案を募集する。 

 

 

｜審査体制 

・選定に当たっては、審査委員会を設置し作品を審査する。審査は２段階で行い、一次

審査で最優秀候補作品を数点選考し、二次審査で最優秀賞１点、優秀賞１点、入選１

点を選定する。また、審査委員会は事務局に専門アドバイザーを置き、基本構想案の

実現性の確認を行うこととする。 

・審査委員会に先立って、応募作品について、実現性等や観点から、専門アドバイザー

を総括とした技術調査員および支援チームによる技術的な調査を行う。 

 

‹審査委員› 

施設建築にかかる有識者審査委員   

委員長  安藤 忠雄（東京大学名誉教授） 

委員  鈴木 博之（青山学院大学教授） 

委員  岸井 隆幸（日本大学教授） 

委員  内藤 廣 （前東京大学副学長） 

委員  安岡 正人（東京大学名誉教授） 

スポーツ利用に係る有識者審査委員  

委員  小倉 純二（財団法人日本サッカー協会会長） 

文化利用に係る有識者審査委員   

委員  都倉 俊一（作曲家、一般社団法人日本音楽著作権協会会長） 
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日本国以外の国籍を有する建築家審査委員  

委員  リチャード・ロジャース（英国建築家） 

委員  ノーマン・フォスター（英国建築家） 

主催者 

委員  河野 一郎（独立行政法人日本スポーツ振興センター理事長） 

 

専門アドバイザー 和田 章 （東京工業大学名誉教授、日本建築学会会長） 

 

‹技術調査員› 

総括管理  和田 章 （東京工業大学名誉教授、日本建築学会会長） 

建築分野 

 構造  三井 和男（日本大学生産工学部教授） 

建築設備 

 メカニカル 藤田 聡 （東京電機大学工学部教授） 

 空調  川瀬 貴晴（千葉大学大学院工学研究科教授、建築設備次術者協会会長） 

 音響  坂本 慎一（東京大学生産技術研究所准教授） 

施工・品質分野 野口 貴文（東京大学工学系研究科建築学専攻准教授） 

都市計画分野 関口 太一（㈱都市計画設計研究所代表取締役） 

積算分野  木本 健二（芝浦工業大学工学部建築土木学群建築工学科教授） 

事業計画分野 東 洋一 （㈱日本総合研究所都市・地域経営戦略ｸﾞﾙｰﾌﾟｼﾆｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

建築法規分野  

防災計画  河野 守 （東京理科大学工学部第二部建築学科教授） 

 

 

｜応募・審査スケジュール 

‹応募› 

・募集要項交付開始  平成 24年 7月 20日 

・登録受付期間   平成 24年 7月 20日〜平成 24年 9月 10日 

・質疑受付期間   平成 24年 7月 20日〜平成 24年 8月 20日 

・質疑回答   平成 24年 9月 3日 

・作品受付期間   平成 24年 9月 10日〜平成 24年 9月 25日 

 

‹審査› 

・技術調査期間   平生 24年 9月 26日〜平生 24年 10月 8日 

・技術調査会議   平成 24年 10月 8日 

・予備審査   平成 24年 10月 12日 

・一次審査   平成 24年 10月 16日 

・二次審査対象作品発表  平成 24年 10月 30日 

・二次審査   平成 24年 11月 7日 

・審査結果決定 (有識者会議) 平成 24年 11月 15日 

・審査結果発表   平成 24年 11月 15日 

・表彰式   平成 25年 3月 19日 
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｜提案内容 

・スタジアムの外観パース 

・スタジアムの内観パース（ラグビー・サッカー使用時、陸上競技使用時、コンサート

使用時） 

・外観および内観パースのコンセプト説明 

・スタジアムの施設建築計画・概略設計（計画・設計趣旨、配置図、各階平面図、立面

図、断面図、アクセス及び動線処理の考え方） 

・以下のテーマ別の計画提案 

①臨場感あふれる観覧席に関する考え方 

②観客等の周辺駅からスタジアムへのアクセスおよび入退場動線処理に関する考え方 

③ホスピタリティ機能およびスポーツ以外のスタジアムの利活用に関する考え方 

④環境配慮に関する考え方（省エネルギー、エネルギー多重化、緑化など） 

⑤構造計画、屋根の架構および開閉機構に関する考え方 

⑥事業費および工期に関する考え方 

 

 

｜審査結果発表および表彰式 

‹審査結果発表› 

・審査結果は、専用ホームページで公表するとともに、すべての応募者に対して電子メ

ールで通知する。 

・一次審査では、審査委員会終了後に最優秀賞候補作品を発表する。 

・二次審査では、審査委員会で最優秀賞、優秀賞、入選の３作品を選定し、この審査結

果を受けて、国立競技場将来構想有識者会議において最終結果（最優秀賞、優秀賞、

入選）を決定、発表する。 

 

‹表彰式› 

・表彰式は最優秀作品の提出者を対象に行い、この時に提出者はプレゼンテーションを

実施する。 

 

 

｜応募状況 

・46作品（国内 12作品、海外 34作品） 
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｜日本スポーツ振興センターのホームページによる案内 

 

 

 

 

 

 


